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〔
判
示
事
項
〕

一
、
買
収
防
衛
策
を
導
入
す
る
株
主
総
会
決
議
の
取
消
を
求
め
る
訴

え
は
、
当
該
買
収
防
衛
策
が
廃
止
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
訴
え
の

利
益
を
欠
く

二
、
書
面
に
よ
る
議
決
権
の
行
使
期
限
に
関
す
る
法
令
違
反
に
つ
き
、

株
主
総
会
決
議
取
消
の
訴
え
が
裁
量
棄
却
さ
れ
た
事
例

三
、
本
来
集
計
す
べ
き
議
決
権
行
使
書
面
を
集
計
し
な
か
っ
た
と
い

う
株
主
総
会
の
決
議
方
法
の
瑕
疵
に
つ
き
、
株
主
総
会
決
議
日
か

ら
三
か
月
経
過
後
の
取
消
事
由
の
追
加
は
許
さ
れ
な
い
と
さ
れ
た

事
例

〔
参
照
条
文
〕

　

会
社
法
八
三
一
条
、
会
社
法
施
行
規
則
六
三
条
三
号
ロ

〔
事　

実
〕

　
（
1
）
Ｘ
合
同
会
社
は
Ｙ
株
式
会
社
の
株
主
で
あ
り
、
後
述
す
る

令
和
元
年
総
会
の
基
準
日
時
点
で
の
持
株
比
率
は
二
五
・
一
二
％
、

令
和
二
年
総
会
の
基
準
日
時
点
で
の
持
株
比
率
は
三
〇
・
三
四
％
で

あ
っ
た
。

　
（
2
）
Ｙ
社
は
、
令
和
元
年
六
月
五
日
、
招
集
通
知
を
発
送
し
、

同
月
二
一
日
、
第
九
九
回
定
時
株
主
総
会
（
令
和
元
年
総
会
）
を
開

催
し
た
。
令
和
元
年
総
会
に
お
い
て
は
、
剰
余
金
配
当
議
案
、
同
社

の
従
前
の
取
締
役
で
あ
っ
た
者
五
名
を
重
任
す
る
旨
の
取
締
役
選
任

乾
汽
船
株
主
総
会
決
議
取
消
請
求
控
訴
事
件

〔
商
法　

六
三
一
〕

︵
東
京
高
判
令
和
三
年
一
二
月
一
六
日

令
和
三
年
ネ
第
二
四
四
七
号
各
株
主
総
会
決
議
取
消
請
求
控
訴
事
件

資
料
版
商
事
法
務
四
五
五
号
一
一
二
頁

）

判
例
研
究
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議
案
、
監
査
役
選
任
議
案
、
お
よ
び
買
収
防
衛
策
導
入
に
つ
い
て
の

承
認
議
案
（
本
件
買
収
防
衛
策
導
入
議
案
）
の
四
議
案
を
可
決
す
る

旨
の
決
議
（
令
和
元
年
総
会
決
議
）
が
な
さ
れ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
Ｘ
社
は
、
令
和
元
年
総
会
決
議
に
は
、
招
集
手
続

ま
た
は
決
議
方
法
に
法
令
違
反
ま
た
は
著
し
い
不
公
正
が
あ
る
と
主

張
し
て
、
令
和
元
年
九
月
六
日
、
令
和
元
年
総
会
決
議
の
取
消
を
求

め
る
訴
え
を
提
起
し
た
（
第
一
事
件
）。
そ
の
後
、
同
社
は
、
本
件

買
収
防
衛
策
導
入
議
案
承
認
決
議
に
関
し
て
手
続
上
の
瑕
疵
が
あ
る

と
し
て
、
令
和
二
年
七
月
一
四
日
お
よ
び
同
月
一
七
日
に
取
消
事
由

を
追
加
主
張
し
た
。

　
（
3
）
Ｙ
社
は
、
令
和
二
年
六
月
四
日
、
招
集
通
知
を
発
送
し
、

同
月
一
九
日
午
前
一
〇
時
か
ら
第
一
〇
〇
回
定
時
株
主
総
会
（
令
和

二
年
総
会
）
を
開
催
し
た
。
令
和
二
年
総
会
に
お
い
て
は
、
剰
余
金

配
当
議
案
、
同
社
の
従
前
の
取
締
役
で
あ
っ
た
者
五
名
を
重
任
す
る

旨
の
取
締
役
選
任
議
案
、
お
よ
び
Ｘ
社
が
Ｙ
社
株
式
を
保
有
す
る
目

的
等
に
関
し
て
、
Ｙ
社
取
締
役
会
が
Ｘ
社
に
対
し
て
情
報
提
供
要
請

を
行
う
こ
と
を
承
認
す
る
議
案
（
本
件
情
報
提
供
要
請
承
認
議
案
）

の
三
議
案
を
可
決
す
る
旨
の
決
議
（
令
和
二
年
総
会
決
議
）
が
な
さ

れ
た
。
な
お
、
令
和
二
年
総
会
の
招
集
通
知
に
は
、
議
決
権
行
使
書

面
を
令
和
二
年
六
月
一
八
日
午
後
五
時
ま
で
に
到
着
す
る
よ
う
に
返

送
す
る
こ
と
を
求
め
る
旨
の
記
載
が
あ
っ
た
。
一
方
、
Ｙ
社
の
営
業

時
間
の
終
了
時
は
午
後
五
時
二
〇
分
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
令
和
二
年

総
会
の
株
主
総
会
参
考
書
類
に
は
、
本
件
情
報
提
供
要
請
承
認
議
案

に
関
す
る
説
明
と
し
て
、
Ｙ
社
の
取
締
役
会
が
Ｘ
社
に
対
し
て
情
報

提
供
を
要
請
す
る
旨
を
決
議
し
た
こ
と
お
よ
び
そ
の
決
議
に
至
る
経

緯
、
要
請
す
る
情
報
の
内
容
等
に
関
す
る
記
載
が
あ
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
Ｘ
社
は
、
令
和
二
年
総
会
決
議
に
は
、
招
集
通
知

の
発
送
日
の
期
間
制
限
な
ど
に
関
し
て
、
招
集
手
続
ま
た
は
決
議
方

法
に
法
令
違
反
ま
た
は
著
し
い
不
公
正
が
あ
る
と
主
張
し
て
、
ま
た
、

特
別
利
害
関
係
人
に
よ
る
議
決
権
行
使
に
よ
っ
て
著
し
く
不
公
正
な

決
議
が
さ
れ
た
と
主
張
し
て
、
令
和
二
年
八
月
二
八
日
、
令
和
二
年

総
会
決
議
の
取
消
を
求
め
る
訴
え
を
提
起
し
た
（
第
二
事
件
）。

　
（
4
）
Ｙ
社
は
、
議
決
権
行
使
書
面
集
計
業
務
を
含
む
証
券
代
行

業
務
を
Ｍ
信
託
に
委
託
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
Ｍ
信
託
は
、
令
和
二
年

九
月
二
四
日
、
Ｍ
信
託
お
よ
び
Ｍ
信
託
が
議
決
権
行
使
書
面
集
計
業

務
を
含
む
証
券
代
行
業
務
に
関
す
る
事
務
を
委
託
す
る
Ｎ
デ
ー
タ

サ
ー
ビ
ス
が
、
株
主
総
会
の
繁
忙
期
に
お
け
る
議
決
権
行
使
書
面
に

つ
い
て
、
そ
の
郵
送
受
付
分
を
本
来
の
配
達
日
（
郵
便
局
が
発
行
す

る
交
付
証
に
記
載
さ
れ
た
日
付
）
の
前
日
に
受
け
取
り
、
事
務
処
理

を
進
め
る
対
応
を
と
っ
て
い
た
こ
と
、
Ｎ
デ
ー
タ
サ
ー
ビ
ス
が
議
決

権
行
使
書
面
を
集
計
す
る
際
に
は
、
実
際
の
持
込
日
で
は
な
く
、
交

付
証
の
日
付
に
基
づ
き
集
計
し
て
い
た
こ
と
、
そ
の
た
め
、
交
付
証
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の
日
付
が
議
決
権
行
使
期
限
後
で
あ
る
場
合
に
は
実
際
の
持
込
み
の

時
点
が
議
決
権
行
使
期
限
前
で
あ
っ
て
も
議
決
権
行
使
書
面
の
集
計

作
業
の
対
象
外
と
し
て
き
た
こ
と
を
公
表
し
た
（
以
下
、
Ｍ
信
託
お

よ
び
Ｎ
デ
ー
タ
サ
ー
ビ
ス
が
行
っ
て
い
た
上
記
議
決
権
行
使
書
面
の

集
計
処
理
を
、「
本
件
不
適
切
集
計
処
理
」
と
呼
ぶ
）。

　

こ
の
公
表
後
、
Ｘ
社
は
、
令
和
元
年
総
会
決
議
お
よ
び
令
和
二
年

総
会
決
議
に
は
本
件
不
適
切
集
計
処
理
に
よ
る
瑕
疵
が
あ
る
と
し
て
、

令
和
二
年
一
〇
月
二
日
、
第
一
事
件
お
よ
び
第
二
事
件
に
取
消
事
由

を
追
加
主
張
し
た
。

　
（
5
）
原
判
決
（
東
京
地
判
令
和
三
年
四
月
八
日
資
料
版
商
事
法

務
四
四
八
号
一
三
三
頁
）
は
、
本
件
各
訴
え
の
う
ち
令
和
元
年
総
会

に
お
け
る
取
締
役
選
任
決
議
の
取
消
を
求
め
る
部
分
は
訴
え
の
利
益

を
欠
く
と
し
て
却
下
し
、
Ｘ
社
の
そ
の
余
の
請
求
は
い
ず
れ
も
理
由

が
な
い
と
し
て
棄
却
す
る
旨
の
判
決
を
し
た
。
同
社
は
、
原
判
決
の

う
ち
、
①
令
和
元
年
総
会
に
お
け
る
本
件
買
収
防
衛
策
導
入
決
議
、

お
よ
び
②
令
和
二
年
総
会
に
お
け
る
本
件
情
報
提
供
要
請
承
認
決
議

の
各
取
消
請
求
を
棄
却
し
た
部
分
を
不
服
と
し
て
控
訴
し
た
。

　

買
収
防
衛
策
に
関
し
て
は
、
Ｙ
社
の
定
款
に
次
の
よ
う
な
定
め
が

あ
る
。
同
社
は
、
企
業
価
値
お
よ
び
株
主
共
同
の
利
益
が
不
当
に
毀

損
さ
れ
る
こ
と
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
、
買
収
防
衛
策
を
導
入
す
る

こ
と
が
で
き
る
（
四
九
条
一
項
）。
買
収
防
衛
策
に
か
か
る
新
株
予

約
権
無
償
割
当
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
取
締
役
会
の
決
議
に

よ
る
ほ
か
、
株
主
総
会
の
決
議
に
よ
る
委
任
に
基
づ
く
取
締
役
会
の

決
議
に
よ
り
定
め
る
（
同
条
二
項
）。
同
社
は
、
定
款
四
九
条
に
規

定
す
る
買
収
防
衛
策
の
導
入
に
は
、
株
主
総
会
の
決
議
を
得
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
（
五
〇
条
一
項
）。
同
社
は
、
い
つ
で
も
取
締
役
会
の

決
議
に
基
づ
い
て
買
収
防
衛
策
を
廃
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
同
条

二
項
）。

　

な
お
、
令
和
元
年
総
会
に
お
け
る
取
締
役
選
任
決
議
の
取
消
請
求

に
関
し
て
、
原
判
決
は
次
の
よ
う
に
判
示
し
て
い
る
。

　
「
取
締
役
を
選
任
す
る
旨
の
先
行
決
議
の
取
消
し
の
訴
え
の
係
属

中
に
、
当
該
取
締
役
の
任
期
が
満
了
し
、
新
た
に
取
締
役
を
選
任
す

る
旨
の
後
行
決
議
が
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
取
消
し
を
求
め
る
選
任
決

議
に
基
づ
く
取
締
役
ら
全
員
が
も
は
や
現
存
し
な
く
な
っ
た
と
き
は
、

特
別
の
事
情
の
な
い
限
り
、
取
締
役
選
任
の
株
主
総
会
決
議
の
取
消

し
の
訴
え
は
実
益
が
な
く
な
り
、
訴
え
の
利
益
を
欠
く
と
解
す
る
べ

き
で
あ
る
（
昭
和
四
五
年
最
判
〔
最
判
昭
和
四
五
年
四
月
二
日
民
集

二
四
巻
四
号
二
二
三
頁
：
筆
者
注
〕
参
照
）。

　

本
件
で
は
、
Ｙ
社
の
取
締
役
の
任
期
は
、
選
任
後
一
年
以
内
に
終

了
す
る
事
業
年
度
の
う
ち
最
終
の
も
の
に
関
す
る
定
時
株
主
総
会
の

終
結
の
時
ま
で
で
あ
る
と
こ
ろ
（
証
拠
略
）、
令
和
元
年
総
会
で
選

任
さ
れ
た
各
取
締
役
は
、
令
和
二
年
総
会
の
終
結
に
よ
っ
て
任
期
満
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了
退
任
し
、
同
総
会
に
よ
っ
て
新
た
に
Ｙ
社
の
取
締
役
が
選
任
（
重

任
）
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
令
和
元
年
総
会
で
選
任
さ
れ
た
各
取
締
役

は
、
い
ず
れ
も
そ
れ
以
前
か
ら
取
締
役
で
あ
っ
た
者
が
重
任
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
令
和
元
年
総
会
決
議
が
取
り
消
さ
れ
た
と
し
て
も
、

そ
れ
ら
の
者
は
取
締
役
（
代
表
取
締
役
）
の
権
利
義
務
を
有
す
る
結

果
、
後
行
の
令
和
二
年
総
会
決
議
の
招
集
手
続
に
瑕
疵
が
連
鎖
す
る

こ
と
は
な
い
た
め
、
上
記
特
別
の
事
情
も
認
め
ら
れ
な
い
。

　

し
た
が
っ
て
、
本
件
訴
え
の
う
ち
、
令
和
元
年
総
会
の
取
締
役
選

任
決
議
の
取
消
し
を
求
め
る
訴
え
の
利
益
は
失
わ
れ
た
と
認
め
ら
れ

る
。」

〔
判　

旨
〕

（
1
）
本
件
買
収
防
衛
策
導
入
決
議
の
取
消
を
求
め
る
訴
え
に
つ
い

て
（
請
求
却
下
）

　
「
原
判
決
の
言
渡
し
後
の
令
和
三
年
六
月
二
三
日
に
開
催
さ
れ
た

Ｙ
社
の
令
和
三
年
総
会
に
お
い
て
、
新
買
収
防
衛
策
の
導
入
及
び
こ

れ
に
伴
う
本
件
買
収
防
衛
策
の
廃
止
に
関
す
る
議
案
（
本
件
買
収
防

衛
策
廃
止
議
案
）
が
承
認
可
決
さ
れ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
こ
れ
に

よ
る
と
、
令
和
三
年
総
会
の
終
結
時
を
も
っ
て
本
件
買
収
防
衛
策
は

廃
止
さ
れ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

　

そ
う
す
る
と
、
令
和
元
年
総
会
に
お
け
る
本
件
買
収
防
衛
策
導
入

決
議
を
取
り
消
し
て
も
何
ら
法
的
な
効
果
は
生
ぜ
ず
、
同
決
議
を
取

り
消
す
こ
と
に
実
益
が
あ
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
か
ら
、
Ｘ
社
の
本

件
訴
え
の
う
ち
、
Ｙ
社
の
令
和
元
年
総
会
に
お
け
る
本
件
買
収
防
衛

策
導
入
決
議
（
…
…
）
の
取
消
し
を
求
め
る
請
求
に
係
る
訴
え
の
利

益
は
失
わ
れ
た
も
の
と
認
め
る
が
相
当
で
あ
る
。」

　
「
こ
れ
に
対
し
、
Ｘ
社
は
、
本
件
買
収
防
衛
策
廃
止
決
議
に
つ
い

て
、
今
後
、
決
議
無
効
確
認
訴
訟
や
決
議
取
消
請
求
訴
訟
が
提
起
さ

れ
て
請
求
が
認
容
さ
れ
た
場
合
に
は
、
本
件
買
収
防
衛
策
が
存
続
す

る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
本
件
買
収
防
衛
策
導
入
決
議
の
取
消
し
を
求

め
る
利
益
は
失
わ
れ
て
い
な
い
旨
を
主
張
す
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
本
件
買
収
防
衛
策
廃
止
決
議
に
つ
い
て
の
無
効

事
由
な
い
し
取
消
事
由
の
存
在
を
基
礎
付
け
る
事
情
を
う
か
が
わ
せ

る
に
足
り
る
的
確
な
証
拠
は
な
く
（
Ｘ
社
の
主
張
に
係
る
新
買
収
防

衛
策
が
Ｙ
社
の
定
款
上
の
買
収
防
衛
策
に
該
当
し
な
い
可
能
性
を
う

か
が
わ
せ
る
証
拠
も
存
し
な
い
。）、
Ｘ
社
の
上
記
主
張
は
採
用
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
。」

（
2
）
令
和
二
年
総
会
に
お
け
る
本
件
情
報
提
供
要
請
承
認
決
議
に

つ
い
て
（
控
訴
棄
却
）

①
書
面
に
よ
る
議
決
権
の
行
使
期
限
に
関
す
る
法
令
違
反
と
裁
量

棄
却
の
可
否
に
つ
い
て

　
「
議
決
権
行
使
書
面
の
発
送
日
と
総
会
日
と
の
間
に
一
五
日
間
を
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設
け
な
か
っ
た
令
和
二
年
総
会
の
招
集
手
続
の
法
令
違
反
（
会
社
法

二
九
八
条
一
項
五
号
、
同
法
施
行
規
則
六
三
条
三
号
ロ
）
は
、
…
…
、

（
ａ
）「
特
定
の
時
」
を
定
め
な
か
っ
た
場
合
の
議
決
権
行
使
書
面
の

行
使
期
限
は
Ｙ
社
の
営
業
時
間
の
終
了
時
で
あ
る
午
後
五
時
二
〇
分

で
あ
り
、
本
件
の
行
使
期
限
で
あ
る
午
後
五
時
か
ら
二
〇
分
間
伸
長

さ
れ
る
に
す
ぎ
ず
、
株
主
の
議
決
権
行
使
に
与
え
る
影
響
が
大
き
い

と
ま
で
は
い
え
な
い
こ
と
や
、
午
後
五
時
を
営
業
時
間
の
終
了
と
す

る
こ
と
が
我
が
国
の
ビ
ジ
ネ
ス
慣
行
上
広
く
見
ら
れ
る
こ
と
に
照
ら

す
と
、
上
記
の
招
集
手
続
の
瑕
疵
の
程
度
は
重
大
で
な
い
も
の
と
認

め
ら
れ
、（
ｂ
）
令
和
二
年
六
月
一
八
日
午
後
五
時
か
ら
同
日
午
後

五
時
二
〇
分
ま
で
の
間
に
到
達
し
た
議
決
権
行
使
書
面
は
存
在
し
な

か
っ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
、
上
記
の
招
集
手
続
に
係
る
瑕
疵
は
決
議

に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
書
面

に
よ
る
議
決
権
行
使
の
行
使
期
間
に
関
す
る
法
令
違
反
の
瑕
疵
を
理

由
と
す
る
令
和
二
年
総
会
決
議
に
お
け
る
本
件
情
報
提
供
要
請
承
認

決
議
の
取
消
請
求
に
つ
い
て
は
、
会
社
法
八
三
一
条
二
項
に
よ
り
請

求
を
棄
却
す
る
の
が
相
当
で
あ
」
る
。

②
本
件
不
適
切
集
計
処
理
に
よ
る
令
和
二
年
総
会
決
議
の
決
議
方

法
の
瑕
疵
と
取
消
事
由
の
追
加
の
可
否
に
つ
い
て

　
「
Ｘ
社
は
、
①
Ｙ
社
の
外
部
委
託
先
が
Ｙ
社
の
い
わ
ば
手
足
と
し

て
議
決
権
行
使
書
面
の
集
計
処
理
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
以
上
、
外

部
委
託
先
の
故
意
又
は
過
失
に
よ
る
違
法
行
為
の
責
任
は
Ｙ
社
に
帰

属
す
る
も
の
で
あ
り
、
Ｙ
社
の
外
部
委
託
先
が
本
来
集
計
す
べ
き
議

決
権
行
使
書
面
を
集
計
し
な
か
っ
た
こ
と
は
、
株
主
総
会
の
決
議
の

方
法
の
重
大
な
違
反
で
あ
り
、
②
株
主
総
会
決
議
の
日
か
ら
三
か
月

以
内
と
い
う
提
訴
期
間
経
過
後
に
新
た
な
取
消
事
由
を
追
加
す
る
こ

と
は
許
さ
れ
な
い
旨
を
判
示
し
た
昭
和
五
一
年
最
判
〔
最
判
昭
和
五

一
年
一
二
月
二
四
日
民
集
三
〇
巻
一
一
号
一
〇
七
六
頁
：
筆
者
注
〕

は
、
会
社
法
八
三
一
条
一
項
に
基
づ
く
株
主
総
会
決
議
取
消
の
訴
え

に
射
程
が
及
ぶ
も
の
で
は
な
く
、
特
段
の
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
株

主
総
会
決
議
の
日
か
ら
三
か
月
経
過
後
の
取
消
事
由
の
追
加
は
許
さ

れ
る
べ
き
で
あ
り
、
取
消
事
由
の
追
加
が
許
さ
れ
な
い
旨
の
Ｘ
社
の

主
張
が
権
利
の
濫
用
に
当
た
る
旨
を
主
張
す
る
。」

　
「
し
か
し
な
が
ら
、
Ｘ
社
に
よ
る
令
和
二
年
総
会
に
お
け
る
本
件

不
適
切
集
計
処
理
に
係
る
取
消
事
由
の
主
張
は
、
令
和
二
年
総
会
決

議
の
日
か
ら
三
か
月
が
経
過
し
た
後
に
追
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と

こ
ろ
、
…
…
、
株
主
総
会
決
議
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
し
た
後
に
、

会
社
法
八
三
一
条
一
項
所
定
の
期
間
経
過
後
に
新
た
な
取
消
事
由
を

追
加
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
り
、
仮
に

特
段
の
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
提
訴
期
間
経
過
後
の
取
消
事
由
の
追

加
が
許
さ
れ
る
と
解
す
る
余
地
が
あ
る
と
し
て
も
、
本
件
不
適
切
集

計
処
理
に
よ
っ
て
算
入
さ
れ
な
か
っ
た
議
決
権
数
は
二
二
七
五
個
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（
総
議
決
権
数
に
占
め
る
割
合
は
約
〇
・
九
一
％
）
で
あ
り
、
最
も

賛
否
が
近
接
し
た
議
案
に
お
け
る
票
差
は
三
万
二
五
〇
九
個
で
あ
っ

て
、
本
件
不
適
切
集
計
処
理
に
よ
っ
て
決
議
の
結
果
に
影
響
は
な

か
っ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
本
件
に
お
い
て
追
加
主
張
を
許

容
す
べ
き
特
段
の
事
情
が
あ
る
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
ま
た
、
上
記
各

事
情
に
加
え
、
Ｙ
社
が
Ｍ
信
託
及
び
Ｎ
デ
ー
タ
サ
ー
ビ
ス
に
よ
っ
て

行
わ
れ
た
本
件
不
適
切
集
計
処
理
を
令
和
二
年
総
会
の
時
点
で
知
っ

て
い
た
こ
と
を
認
め
る
に
足
り
る
証
拠
も
な
い
か
ら
、
Ｙ
社
が
取
消

事
由
の
追
加
は
許
さ
れ
な
い
と
主
張
す
る
こ
と
が
権
利
の
濫
用
に
当

た
る
と
い
う
こ
と
も
で
き
な
い
。」

〔
研　

究
〕

一
、
本
控
訴
審
で
は
、
①
令
和
元
年
総
会
に
お
け
る
本
件
買
収
防
衛

策
導
入
決
議
、
お
よ
び
②
令
和
二
年
総
会
に
お
け
る
本
件
情
報
提
供

要
請
承
認
決
議
の
各
取
消
請
求
が
争
わ
れ
た
。
本
判
決
は
、
①
に
つ

い
て
は
訴
え
の
利
益
が
な
い
と
し
た
。
事
案
の
分
析
に
は
や
や
粗
い

点
も
見
受
け
ら
れ
る
が
、
従
来
の
判
例
法
理
に
沿
っ
た
判
断
を
し
て

い
る
（
二
）。
②
に
つ
い
て
は
、
本
件
情
報
提
供
要
請
承
認
決
議
は

い
わ
ゆ
る
勧
告
的
（
宣
言
的
）
決
議
（
会
二
九
五
条
二
項
参
照
）
で

あ
る
と
解
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
判
決
で
も
原
判
決
で
も
争
点

と
さ
れ
て
い
な
い
が
、
勧
告
的
決
議
は
決
議
取
消
請
求
の
対
象
に
な

る
の
か
が
、
ま
ず
問
題
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
（
三
）。

本
判
決
で
は
、
②
に
つ
い
て
は
、
書
面
に
よ
る
議
決
権
の
行
使
期
限

に
関
す
る
法
令
違
反
と
裁
量
棄
却
の
可
否
（
四
）、
お
よ
び
、
本
件

不
適
切
集
計
処
理
に
よ
る
令
和
二
年
総
会
決
議
の
決
議
方
法
の
瑕
疵

と
取
消
事
由
の
追
加
の
可
否
（
五
）
が
争
点
と
さ
れ
て
い
る
。

　

以
下
、
順
に
検
討
す
る
。

二
、
本
件
買
収
防
衛
策
導
入
決
議
の
取
消
請
求
と
訴
え
の
利
益
の
有

無

　
「
形
成
の
訴
は
法
律
の
規
定
す
る
要
件
を
充
た
す
か
ぎ
り
、
訴
の

利
益
の
存
す
る
の
が
通
常
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
後
の
事
情
の
変

化
に
よ
り
、
そ
の
利
益
を
欠
く
に
至
る
場
合
が
あ
る
（
当
裁
判
所
昭

和
三
三
年
（
オ
）
第
一
〇
九
七
号
同
三
七
年
一
月
一
九
日
第
二
小
法

廷
判
決
、
民
集
一
六
巻
一
号
七
六
頁
参
照
）。」（
最
判
昭
和
四
五
年

四
月
二
日
民
集
二
四
巻
四
号
二
二
三
頁
）
と
解
す
る
の
が
、
判
例
の

基
本
的
立
場
で
あ
る
。
こ
の
解
釈
は
学
説
の
多
く
か
ら
も
支
持
さ
れ

て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
（
岩
原
編
『
会
社
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
19
』

〔
二
〇
二
一
年
〕
二
八
一
～
二
八
二
頁
〔
岩
原
紳
作
〕）。

　

そ
の
後
の
事
情
の
変
化
の
例
と
し
て
、
前
掲
最
判
昭
和
四
五
年
四

月
二
日
は
、「
株
主
総
会
決
議
取
消
の
訴
は
形
成
の
訴
で
あ
る
が
、

役
員
選
任
の
総
会
決
議
取
消
の
訴
が
係
属
中
、
そ
の
決
議
に
基
づ
い
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て
選
任
さ
れ
た
取
締
役
ら
役
員
が
す
べ
て
任
期
満
了
に
よ
り
退
任
し
、

そ
の
後
の
株
主
総
会
の
決
議
に
よ
つ
て
取
締
役
ら
役
員
が
新
た
に
選

任
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
取
消
を
求
め
る
選
任
決
議
に
基
づ
く
取
締
役

ら
役
員
が
現
存
し
な
く
な
つ
た
と
き
は
、
右
の
場
合
に
該
当
す
る
も

の
と
し
て
、
特
別
の
事
情
の
な
い
か
ぎ
り
、
決
議
取
消
の
訴
は
実
益

な
き
に
帰
し
、
訴
の
利
益
を
欠
く
に
至
る
も
の
と
解
す
る
を
相
当
と

す
る
。」
と
判
示
し
て
い
る
。
当
該
事
案
で
問
題
と
さ
れ
た
取
締
役

選
任
決
議
の
瑕
疵
事
案
だ
と
、
後
行
総
会
決
議
の
取
消
・
不
存
在

（
瑕
疵
の
連
鎖
。
こ
れ
が
な
い
場
合
と
し
て
原
判
決
参
照
）
が
問
題

に
な
り
う
る
（
最
判
令
和
二
年
九
月
三
日
民
集
七
四
巻
六
号
一
五
五

七
頁
参
照
）。
一
方
、
買
収
防
衛
策
導
入
決
議
の
瑕
疵
に
よ
っ
て
は
、

瑕
疵
の
連
鎖
は
原
則
と
し
て
生
じ
な
い
。

　

本
件
と
類
似
す
る
事
例
に
関
す
る
名
古
屋
高
判
令
和
四
年
二
月
一

八
日
資
料
版
商
事
法
務
四
五
七
号
一
三
〇
頁
は
、
被
控
訴
人
の
第
六

九
期
定
時
株
主
総
会
決
議
で
継
続
が
承
認
さ
れ
た
「
本
件
買
収
防
衛

策
の
有
効
期
間
は
、
原
審
口
頭
弁
論
終
結
後
の
令
和
三
年
六
月
二
四

日
に
被
控
訴
人
の
第
七
〇
期
定
時
株
主
総
会
が
開
催
さ
れ
、
終
結
し

た
こ
と
に
よ
っ
て
、
満
了
し
て
お
り
、
被
控
訴
人
の
第
七
〇
期
定
時

株
主
総
会
に
お
い
て
、「
当
社
株
式
等
の
大
規
模
買
付
行
為
に
関
す

る
対
応
策
（
買
収
防
衛
策
）
継
続
の
件
」
を
可
決
す
る
旨
の
決
議
が

さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
本
件
買
収
防
衛
策
が
既
に
失
効
し
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
可
決
し
た
本
件
決
議
を
取
り
消
す
こ
と

に
具
体
的
な
実
益
が
あ
る
と
い
う
特
別
の
事
情
が
な
い
限
り
、
本
件

訴
え
は
、
本
件
買
収
防
衛
策
の
有
効
期
間
満
了
に
よ
り
訴
え
の
利
益

を
欠
く
に
至
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。」
と
判
示
し
た
上
で
、
特

別
事
情
が
あ
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
、
第
六
九
期
総
会
で
な

さ
れ
た
「
本
件
買
収
防
衛
策
」
継
続
決
議
の
取
消
を
求
め
る
訴
え
を

却
下
し
て
い
る
。
こ
こ
で
の
「
買
収
防
衛
策
の
継
続
」
と
は
、
導
入

さ
れ
て
い
る
買
収
防
衛
策
の
有
効
期
間
の
延
長
を
意
味
す
る
の
で
は

な
く
、
前
買
収
防
衛
策
と
同
内
容
の
新
た
な
買
収
防
衛
策
を
導
入
す

る
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
第
六
九
期
総
会
決

議
で
導
入
さ
れ
た
買
収
防
衛
策
は
第
七
〇
期
総
会
の
終
結
に
よ
っ
て

期
間
満
了
を
も
っ
て
失
効
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
当
該
第
六
九

期
総
会
決
議
を
取
り
消
し
て
も
現
状
の
法
律
関
係
に
変
更
は
生
じ
な

い
。
す
な
わ
ち
、
第
六
九
期
総
会
の
買
収
防
衛
策
導
入
決
議
を
取
り

消
す
具
体
的
な
実
益
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
第
七
〇
期
総
会
の
買

収
防
衛
策
導
入
決
議
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
（
役
員
権
利
義
務
者
の

制
度
〔
会
三
四
六
条
一
項
〕
が
存
在
す
る
役
員
の
選
任
の
場
合
と
は

異
な
る
）、
第
六
九
期
総
会
買
収
防
衛
策
導
入
決
議
取
消
の
訴
え
に

は
訴
え
の
利
益
は
な
い
と
解
さ
れ
る
（
髙
橋
陽
一
「
日
邦
産
業
株
主

総
会
決
議
取
消
請
求
訴
訟
の
検
討
」
資
料
版
商
事
法
務
四
五
八
号

〔
二
〇
二
二
年
〕
一
二
〇
頁
参
照
）。
た
だ
し
、
こ
の
事
例
に
お
け
る
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買
収
防
衛
策
継
続
承
認
決
議
は
勧
告
的
決
議
で
あ
り
、
こ
の
承
認
決

議
を
条
件
に
取
締
役
会
の
買
収
防
衛
策
導
入
決
議
が
効
力
を
有
す
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
（
被
控
訴
人
の
第
六
九
期
定
時
株

主
総
会
招
集
通
知
に
添
付
さ
れ
た
株
主
総
会
参
考
書
類
〔https://

w
w
w
.nip.co.jp/ir/.assets/69-syousyu.pdf

〕
参
照
）。
こ
れ
ら

の
点
に
つ
い
て
、
以
下
の
本
節
で
の
検
討
お
よ
び
（
三
）
参
照
。

　

本
件
に
お
い
て
も
、
令
和
元
年
総
会
決
議
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
た

買
収
防
衛
策
が
現
に
維
持
さ
れ
効
力
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、

本
件
買
収
防
衛
策
導
入
決
議
を
取
り
消
す
具
体
的
実
益
は
認
め
ら
れ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
令
和
三
年
総
会
に
お
い
て
本
件
買
収
防
衛
策

廃
止
議
案
が
承
認
可
決
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
廃
止
議
案
承

認
決
議
の
効
力
を
分
析
・
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

取
締
役
会
設
置
会
社
の
株
主
総
会
の
権
限
は
、
会
社
法
に
規
定
す

る
事
項
お
よ
び
当
該
会
社
の
定
款
で
定
め
た
事
項
に
限
定
さ
れ
る

（
会
二
九
五
条
二
項
。
同
条
一
項
対
照
）。
Ｙ
社
定
款
に
定
め
が
あ
る

買
収
防
衛
策
は
新
株
予
約
権
無
償
割
当
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
授
権

資
本
制
度
の
枠
内
（
会
一
一
三
条
四
項
）
で
、
原
則
と
し
て
は
取
締

役
会
決
議
（
会
二
七
八
条
三
項
）
に
よ
っ
て
導
入
し
う
る
と
解
さ
れ

る
（
買
収
防
衛
策
と
し
て
の
新
株
予
約
権
無
償
割
当
に
対
す
る
差
止

請
求
の
局
面
に
お
い
て
は
、
買
収
対
象
会
社
に
株
主
意
思
の
確
認
が

求
め
ら
れ
る
〔
白
井
正
和
「
近
時
の
裁
判
例
を
踏
ま
え
た
買
収
防
衛

策
の
有
効
性
に
関
す
る
判
例
法
理
の
展
開
」
民
商
法
雑
誌
一
五
八
巻

二
号
（
二
〇
二
二
年
）
二
八
三
頁
以
下
参
照
〕）。
し
た
が
っ
て
、
導

入
さ
れ
た
買
収
防
衛
策
を
原
則
と
し
て
取
締
役
会
は
い
つ
で
も
廃
止

で
き
る
（
Ｙ
社
定
款
五
〇
条
二
項
は
、
こ
れ
を
確
認
し
て
い
る
）。

こ
の
よ
う
な
原
則
の
上
に
、
Ｙ
社
定
款
五
〇
条
一
項
は
、
買
収
防
衛

策
導
入
に
つ
き
株
主
総
会
決
議
を
要
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
（
会

二
七
八
条
三
項
但
書
。
株
主
総
会
の
専
決
事
項
）。
一
方
、
買
収
防

衛
策
の
廃
止
に
関
し
て
は
、
上
述
の
よ
う
に
Ｙ
社
定
款
は
取
締
役
会

決
議
に
よ
る
旨
を
定
め
て
い
る
（
取
締
役
会
権
限
の
確
認
）。
こ
う

し
た
Ｙ
社
定
款
の
定
め
か
ら
す
る
と
、
令
和
三
年
総
会
に
お
け
る
本

件
買
収
防
衛
策
廃
止
決
議
は
勧
告
的
決
議
で
あ
る
と
解
す
る
こ
と
に

な
ろ
う
。

　

本
件
買
収
防
衛
策
廃
止
を
株
主
総
会
の
議
案
に
す
る
前
提
と
し
て
、

Ｙ
社
取
締
役
会
は
本
件
買
収
防
衛
策
の
廃
止
を
決
議
し
て
い
る
。
判

決
文
か
ら
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
Ｙ
社
第
一
〇
一
回
定
時
株
主
総

会
（
令
和
三
年
総
会
）
招
集
通
知
に
添
付
さ
れ
た
株
主
総
会
参
考
書

類
（https://ssl4.eir-parts.net/doc/9308/ir_m

aterial_for_
fiscal_ym

2/100672/00.pdf

）
に
よ
る
と
、
第
五
号
議
案
（
新
買

収
防
衛
策
の
導
入
お
よ
び
本
件
買
収
防
衛
策
の
廃
止
の
件
）
の
提
案

の
理
由
と
し
て
、
第
五
号
議
案
承
認
可
決
を
条
件
と
し
て
、
令
和
三

年
総
会
終
結
時
を
も
っ
て
本
件
買
収
防
衛
策
を
廃
止
し
か
つ
新
買
収
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防
衛
策
を
導
入
す
る
こ
と
を
取
締
役
会
で
決
議
し
た
旨
が
記
載
さ
れ

て
い
る
。
そ
う
す
る
と
、
本
件
買
収
防
衛
策
は
、
条
件
を
付
さ
れ
た

取
締
役
会
の
決
議
の
効
力
と
し
て
廃
止
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
以
上

を
前
提
に
す
る
と
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
本
控
訴
審
判
決
の
分
析
は

粗
い
と
評
さ
れ
て
も
仕
方
な
か
ろ
う
が
、
本
件
買
収
防
衛
策
は
廃
止

さ
れ
た
と
認
め
ら
れ
る
と
す
る
判
断
は
適
切
で
あ
る
。

　

本
件
買
収
防
衛
策
の
廃
止
の
効
力
が
認
め
ら
れ
る
以
上
、
令
和
元

年
決
議
の
取
消
の
有
無
に
拘
わ
ら
ず
、
本
件
買
収
防
衛
策
は
現
状
に

お
い
て
は
失
効
し
て
い
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
ま
た
、
Ｘ
社
は

令
和
三
年
総
会
決
議
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
た
新
買
収
防
衛
策
は
Ｙ
社

定
款
に
定
め
る
買
収
防
衛
策
で
は
な
い
、
と
主
張
し
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。
け
れ
ど
も
、
新
買
収
防
衛
策
の
導
入
の
有
無
は
上
記
判
断
に

影
響
を
与
え
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
本
件
買
収
防
衛
策
導
入
決
議

（
令
和
元
年
総
会
）
の
取
消
に
よ
っ
て
も
現
状
の
法
律
関
係
に
変
更

は
生
じ
な
い
か
ら
、
本
件
買
収
防
衛
策
導
入
決
議
取
消
請
求
は
訴
え

の
利
益
を
欠
く
と
解
し
て
よ
い
。
な
お
、
本
件
買
収
防
衛
策
廃
止
に

関
す
る
Ｙ
社
取
締
役
会
決
議
等
に
瑕
疵
が
あ
る
場
合
に
は
別
個
の
考

慮
を
要
す
る
が
、
当
該
瑕
疵
を
Ｘ
社
は
証
明
し
て
い
な
い
。

三
、
令
和
二
年
総
会
に
お
け
る
本
件
情
報
提
供
要
請
承
認
決
議
の
取

消
請
求
の
不
適
法
性

　

原
審
に
お
い
て
Ｘ
社
は
、
令
和
二
年
総
会
決
議
（
す
べ
て
の
決

議
）
に
関
す
る
瑕
疵
と
し
て
、
議
決
権
行
使
書
面
に
よ
る
議
決
権
の

行
使
期
限
に
関
す
る
法
令
違
反
お
よ
び
本
件
不
適
切
集
計
処
理
に
よ

る
決
議
方
法
の
瑕
疵
を
主
張
す
る
と
と
も
に
、
令
和
二
年
総
会
決
議

の
う
ち
本
件
情
報
提
供
要
請
承
認
決
議
に
つ
い
て
は
、
招
集
通
知
等

に
虚
偽
記
載
が
あ
る
旨
、
お
よ
び
特
別
利
害
関
係
人
に
よ
る
議
決
権

行
使
に
よ
っ
て
著
し
く
不
公
正
な
決
議
が
さ
れ
た
旨
を
主
張
し
た
。

原
判
決
は
こ
れ
ら
の
主
張
に
は
理
由
が
な
い
と
し
て
請
求
を
棄
却
し

て
い
る
。
本
判
決
も
、
Ｙ
社
の
こ
れ
ら
の
主
張
を
審
理
の
上
で
、
本

件
情
報
提
供
要
請
承
認
決
議
に
関
す
る
控
訴
を
棄
却
し
て
い
る
。

　

も
っ
と
も
、
本
件
情
報
提
供
要
請
承
認
議
案
は
、「
Ｘ
社
に
対
し
、

そ
の
会
社
概
要
、
Ｙ
社
株
式
の
保
有
目
的
、
Ｙ
社
株
式
の
今
後
の
保

有
、
売
却
等
の
方
針
、
Ｙ
社
の
企
業
価
値
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
施

策
等
に
関
す
る
質
問
状
を
送
付
す
る
こ
と
に
関
し
、
株
主
総
会
の
承

認
を
得
る
こ
と
を
主
な
内
容
と
す
る
も
の
」
で
あ
っ
た
。
本
件
情
報

提
供
要
請
承
認
議
案
が
令
和
二
年
総
会
に
上
程
さ
れ
た
理
由
は
定
か

で
は
な
い
が
、
令
和
二
年
総
会
の
招
集
通
知
に
添
付
さ
れ
た
別
紙

（https://ssl4.eir-parts.net/doc/9308/ir_m
aterial_for_

fiscal_ym
2/82968/00.pdf

）
に
よ
る
と
、「
本
情
報
提
供
要
請
の
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実
施
は
、
会
社
法
及
び
当
社
定
款
上
、
株
主
総
会
決
議
を
要
す
る
事

項
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
上
記
の

経
緯
を
踏
ま
え
、
特
定
の
株
主
で
あ
る
Ｘ
社
の
み
に
情
報
提
供
を
要

請
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
Ｘ
社
が
、
上
記
の
と
お
り
当
社
の
経

営
・
事
業
運
営
等
に
重
大
な
影
響
を
与
え
得
る
株
主
で
あ
る
た
め
、

今
後
の
Ｘ
社
と
の
対
話
の
方
針
等
が
当
社
の
経
営
・
事
業
運
営
等
に

重
大
な
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
等
に
鑑
み
、
本
情
報
提

供
要
請
に
当
た
っ
て
は
、
本
総
会
に
お
い
て
株
主
の
皆
様
の
ご
承
認

を
い
た
だ
く
こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
判
断
い
た
し
ま
し
た
。」
と
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
理
由
と
し
て
株
主
総
会
決
議
を
求
め
る
こ
と

に
は
、
Ｘ
社
以
外
の
Ｙ
社
株
主
に
対
し
て
事
実
上
の
賛
同
を
得
る
こ

と
を
超
え
た
法
的
意
味
は
な
い
と
解
さ
れ
る
。
本
件
情
報
提
供
要
請

は
、
Ｙ
社
の
定
款
に
定
め
ら
れ
て
い
る
買
収
防
衛
策
の
内
容
で
は
な

く
、
一
般
論
と
し
て
も
、
取
締
役
会
の
権
限
の
範
囲
内
で
行
う
こ
と

が
で
き
る
事
項
で
あ
る
（
特
定
の
株
主
に
対
し
て
の
み
の
要
請
も
、

本
件
の
場
合
に
は
株
主
平
等
原
則
は
問
題
に
な
ら
な
い
〔
多
数
決
に

よ
っ
て
株
主
不
平
等
を
正
当
化
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
〕）。
す
な
わ

ち
、
本
件
情
報
提
供
要
請
承
認
決
議
は
、
株
主
の
（
多
数
）
意
思
を

確
認
す
る
意
味
を
有
す
る
も
の
の
、
株
主
総
会
決
議
と
し
て
の
法
的

効
力
は
認
め
ら
れ
な
い
勧
告
的
決
議
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
（
な
お
、

こ
の
承
認
決
議
が
可
決
さ
れ
な
け
れ
ば
本
件
情
報
提
供
要
請
は
行
わ

な
い
、
と
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
〔
前
掲
・
令
和

二
年
総
会
招
集
通
知
・
添
付
別
紙
参
照
〕）。

　

以
上
の
検
討
を
前
提
に
す
る
と
、
本
件
情
報
提
供
要
請
承
認
決
議

に
つ
い
て
は
、
取
消
事
由
の
検
討
の
前
に
、
本
件
の
よ
う
な
勧
告
的

決
議
は
決
議
取
消
請
求
の
対
象
と
な
る
の
か
が
先
決
問
題
と
な
ろ
う
。

　

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
最
判
平
成
二
八
年
三
月
四
日
民
集
七
〇
巻

三
号
八
二
七
頁
が
、「
一
般
に
、
あ
る
議
案
を
否
決
す
る
株
主
総
会

等
の
決
議
に
よ
っ
て
新
た
な
法
律
関
係
が
生
ず
る
こ
と
は
な
い
し
、

当
該
決
議
を
取
り
消
す
こ
と
に
よ
っ
て
新
た
な
法
律
関
係
が
生
ず
る

も
の
で
も
な
い
か
ら
、
あ
る
議
案
を
否
決
す
る
株
主
総
会
等
の
決
議

の
取
消
し
を
請
求
す
る
訴
え
は
不
適
法
で
あ
る
と
解
す
る
の
が
相
当

で
あ
る
。」（
原
判
決
が
不
適
法
を
理
由
に
訴
え
を
却
下
し
た
判
断
を

是
認
。
な
お
、
不
適
法
と
把
握
す
る
こ
と
の
意
味
に
つ
き
、
大
森
直

哉
・
最
高
裁
判
所
判
例
解
説
民
事
篇
平
成
二
八
年
度
〔
二
〇
一
九

年
〕
二
二
九
～
二
三
〇
頁
参
照
）
と
判
示
し
て
お
り
、
参
考
に
な
る
。

　

本
件
の
よ
う
な
勧
告
的
決
議
に
よ
っ
て
も
新
た
な
法
律
関
係
が
生

じ
る
こ
と
は
な
い
し
（
本
件
情
報
提
供
要
請
を
行
う
か
否
か
に
つ
き
、

取
締
役
会
に
事
実
上
の
影
響
は
与
え
得
る
）、
当
該
決
議
を
取
り
消

す
こ
と
に
よ
っ
て
新
た
な
法
律
関
係
が
生
じ
る
も
の
で
も
な
い
。
本

件
紛
争
の
中
核
は
買
収
防
衛
策
の
導
入
あ
る
い
は
将
来
の
買
収
防
衛

策
の
発
動
に
あ
ろ
う
か
ら
、
Ｘ
社
と
し
て
は
こ
れ
ら
の
点
で
争
え
ば
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足
り
る
。
以
上
か
ら
、
本
件
の
よ
う
な
勧
告
的
決
議
の
取
消
を
請
求

す
る
訴
え
は
不
適
法
で
あ
り
却
下
さ
れ
る
の
が
相
当
で
あ
る
、
と
い

え
よ
う
（
中
村
康
江
「「
否
決
の
決
議
」
の
取
消
し
を
請
求
す
る
訴

え
に
関
す
る
一
考
察
」
立
命
館
法
学
三
六
九
＝
三
七
〇
号
〔
二
〇
一

六
年
〕
五
四
三
～
五
四
四
頁
、
髙
橋
・
前
掲
一
一
九
頁
参
照
）。

　

も
っ
と
も
、
原
判
決
に
お
い
て
も
本
判
決
に
お
い
て
も
、
こ
の
点

は
争
点
と
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
指
摘
に
留
め
る
。

四
、
書
面
に
よ
る
議
決
権
の
行
使
期
限
に
関
す
る
法
令
違
反
の
有
無

お
よ
び
裁
量
棄
却
の
可
否

　

公
開
会
社
に
お
い
て
は
、
取
締
役
は
、
株
主
総
会
日
の
二
週
間
前

ま
で
に
株
主
総
会
招
集
通
知
を
株
主
に
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（
会
二
九
九
条
一
項
。
会
日
と
発
送
日
の
間
に
中
二
週
間
以
上
必
要

と
す
る
趣
旨
〔
大
判
昭
和
一
〇
年
七
月
一
五
日
民
集
一
四
巻
一
四
〇

一
頁
参
照
〕）。
令
和
二
年
総
会
の
開
催
日
は
、
令
和
二
年
六
月
一
九

日
で
あ
り
、
招
集
通
知
は
同
月
四
日
に
発
送
さ
れ
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
総
会
招
集
通
知
に
関
し
て
は
、
二
週
間
前
ま
で
と
い
う
発

送
要
件
を
満
た
し
て
い
る
。

　

書
面
に
よ
る
議
決
権
の
行
使
期
限
は
、
取
締
役
会
（
会
二
九
八
条

一
項
四
項
）
が
特
定
の
時
を
も
っ
て
行
使
期
限
と
す
る
定
め
を
設
け

な
け
れ
ば
、
株
主
総
会
の
日
時
の
直
前
の
営
業
時
間
の
終
了
時
で
あ

る
（
会
三
一
一
条
一
項
、
会
規
六
九
条
）。
取
締
役
会
は
、
総
会
招

集
内
容
と
し
て
、
特
定
の
時
を
も
っ
て
書
面
に
よ
る
議
決
権
の
行
使

の
期
限
と
す
る
旨
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
（
会
二
九
八
条
一
項
五

号
、
会
規
六
三
条
三
号
ロ
）。
た
だ
し
、
当
該
特
定
の
時
は
、
株
主

総
会
の
日
時
以
前
の
時
で
あ
っ
て
、
招
集
通
知
を
発
し
た
日
（
議
決

権
行
使
書
面
は
株
主
総
会
招
集
通
知
に
際
し
て
株
主
に
交
付
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
〔
会
三
〇
一
条
一
項
〕）
か
ら
二
週
間
を
経
過
し
た

日
以
後
の
時
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
会
規
六
三
条
三
号
ロ
括
弧
書
。

中
二
週
間
以
上
要
件
。
な
お
、
書
面
投
票
制
度
を
採
用
す
る
場
合
に

は
、
公
開
会
社
で
な
い
株
式
会
社
に
お
い
て
も
、
総
会
会
日
と
総
会

招
集
通
知
発
送
日
と
の
間
に
中
二
週
間
以
上
を
要
す
る
〔
会
二
九
九

条
一
項
〕）。
そ
し
て
、
令
和
二
年
総
会
に
お
い
て
招
集
通
知
を
発
し

た
日
か
ら
二
週
間
を
経
過
し
た
日
は
六
月
一
九
日
（
二
週
間
後
の
日

〔
同
月
一
八
日
〕
の
翌
日
。
初
日
不
算
入
〔
民
一
四
〇
条
〕）
で
あ
る
。

同
日
は
令
和
二
年
総
会
の
開
催
日
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
Ｙ
社
が

書
面
に
よ
る
議
決
権
行
使
期
限
を
定
め
る
場
合
に
は
、
同
日
午
前
〇

時
か
ら
午
前
一
〇
時
に
な
る
ま
で
の
時
間
を
指
定
す
べ
き
で
あ
っ
た

こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
点
に
つ
き
も
う
少
し
検
討
し
て
み
よ
う
。
令
和
二
年
総
会
の

場
合
に
は
、
株
主
総
会
招
集
通
知
は
き
っ
か
り
と
中
二
週
間
で
発
送

さ
れ
て
い
る
。
株
主
総
会
の
日
時
の
直
前
の
営
業
時
間
の
終
了
時
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（
Ｙ
社
の
営
業
時
間
の
終
了
時
は
午
後
五
時
二
〇
分
）
を
書
面
投
票

行
使
期
限
に
定
め
る
と
、
定
め
が
な
い
場
合
と
し
て
扱
っ
て
よ
い

（
中
二
週
間
以
上
要
件
は
課
さ
れ
な
い
）。
仮
に
、
午
後
五
時
二
〇
分

か
ら
午
後
二
四
時
ま
で
の
間
を
定
め
る
場
合
に
は
、
中
二
週
間
に
足

り
な
い
が
、
行
使
期
限
を
定
め
な
い
場
合
よ
り
も
行
使
期
限
が
延
長

さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
許
容
し
て
よ
い
（
中
二
週
間
以
上
要
件
は

課
さ
れ
な
い
）
と
解
さ
れ
よ
う
。

　

以
上
と
異
な
り
、
株
主
総
会
の
日
時
の
直
前
の
営
業
時
間
の
終
了

時
よ
り
も
前
の
時
間
を
定
め
る
場
合
に
は
、
中
二
週
間
以
上
要
件
を

満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
件
の
場
合
に
は
、
当
該
終
了
時
よ

り
二
〇
分
前
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
た

の
か
は
不
明
で
あ
る
（
Ｙ
社
の
主
張
に
よ
る
と
、
過
去
一
〇
年
間
、

総
会
前
日
の
午
後
五
時
と
定
め
て
い
た
よ
う
で
あ
る
）。
令
和
二
年

総
会
の
場
合
に
は
、
株
主
総
会
招
集
通
知
を
き
っ
か
り
と
中
二
週
間

で
発
送
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
要
件
を
満
た
さ
な
い
手
続
上
の
瑕
疵

（
決
議
方
法
の
法
令
違
反
）
が
あ
る
（
令
和
元
年
総
会
で
は
満
た
さ

れ
て
い
る
〔
総
会
会
日
と
総
会
招
集
通
知
発
送
日
と
の
間
が
中
一
五

日
〕）。

　

株
主
総
会
の
招
集
手
続
ま
た
は
決
議
方
法
に
法
令
ま
た
は
定
款
違

反
が
あ
っ
て
も
、
裁
判
所
は
、
当
該
違
反
事
実
が
（
ａ
）
重
大
で
な

く
か
つ
（
ｂ
）
決
議
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
も
の
と
認
め
る
と
き
は
、

決
議
取
消
の
訴
え
を
棄
却
で
き
る
（
会
八
三
一
条
二
項
。
裁
量
棄

却
）。
本
判
決
は
、「（
ａ
）「
特
定
の
時
」
を
定
め
な
か
っ
た
場
合
の

書
面
に
よ
る
議
決
権
の
行
使
期
限
は
Ｙ
社
の
営
業
時
間
の
終
了
時
で

あ
る
午
後
五
時
二
〇
分
で
あ
り
、
本
件
の
行
使
期
限
で
あ
る
午
後
五

時
か
ら
二
〇
分
間
伸
長
さ
れ
る
に
す
ぎ
ず
、
株
主
の
議
決
権
行
使
に

与
え
る
影
響
が
大
き
い
と
ま
で
は
い
え
な
い
こ
と
や
、
午
後
五
時
を

営
業
時
間
の
終
了
と
す
る
こ
と
が
我
が
国
の
ビ
ジ
ネ
ス
慣
行
上
広
く

見
ら
れ
る
こ
と
に
照
ら
す
と
、
上
記
の
招
集
手
続
の
瑕
疵
の
程
度
は

重
大
で
な
い
も
の
と
認
め
ら
れ
、（
ｂ
）
令
和
二
年
六
月
一
八
日
午

後
五
時
か
ら
同
日
午
後
五
時
二
〇
分
ま
で
の
間
に
到
達
し
た
議
決
権

行
使
書
面
は
存
在
し
な
か
っ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
、
上
記
の
招
集
手

続
に
係
る
瑕
疵
は
決
議
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
認

め
ら
れ
る
」
と
し
て
、
本
件
情
報
提
供
要
請
承
認
決
議
の
取
消
請
求

に
つ
い
て
は
裁
量
棄
却
が
相
当
だ
と
し
て
い
る
。

　

瑕
疵
の
程
度
は
重
大
で
は
な
い
（
ａ
）
と
本
判
決
が
判
断
す
る
理

由
と
し
て
は
、（
ⅰ
）
議
決
権
行
使
期
限
が
二
〇
分
短
縮
さ
れ
た
だ

け
で
あ
り
「
株
主
の
議
決
権
行
使
に
与
え
る
影
響
が
大
き
い
と
ま
で

は
い
え
な
い
こ
と
」
や
、（
ⅱ
）「
午
後
五
時
を
営
業
時
間
の
終
了
と

す
る
こ
と
が
我
が
国
の
ビ
ジ
ネ
ス
慣
行
上
広
く
見
ら
れ
る
こ
と
」
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。（
ⅰ
）
で
「
株
主
の
議
決
権
行
使
に
与
え
る
影

響
が
大
き
い
と
ま
で
は
い
え
な
い
」
と
解
す
る
の
で
あ
れ
ば
、（
ⅱ
）
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を
理
由
に
付
加
す
る
こ
と
は
不
要
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
し
か
も
、

（
ⅱ
）
は
株
主
が
午
後
五
時
を
Ｙ
社
の
営
業
時
間
の
終
了
時
と
勘
違

い
す
る
理
由
に
は
な
っ
て
も
、（
ⅱ
）
を
付
加
す
る
こ
と
で
（
ⅰ
）

の
理
由
が
補
強
さ
れ
る
と
は
考
え
に
く
い
。（
ⅰ
）
の
理
由
を
補
強

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
Ｙ
社
の
よ
う
な
上
場
会
社
で
は
書
面
投
票
は
議

決
権
行
使
書
面
を
郵
送
す
る
方
法
で
行
う
の
で
、
本
判
決
の
上
記

（
ｂ
）
と
相
俟
っ
て
「
株
主
の
議
決
権
行
使
に
与
え
る
影
響
が
大
き

い
と
ま
で
は
い
え
な
い
」
と
説
明
す
べ
き
で
あ
っ
た
（
同
旨
、
小
倉

健
裕
「
原
判
決
批
評
」
金
融
・
商
事
判
例
一
六
四
六
号
〔
二
〇
二
二

年
〕
一
四
頁
）。
こ
の
点
を
留
保
す
れ
ば
、
結
論
と
し
て
は
裁
量
棄

却
は
妥
当
な
判
断
で
あ
ろ
う
（
な
お
、
潘
阿
憲
「
本
判
決
解
説
」
法

学
教
室
五
〇
一
号
〔
二
〇
二
二
年
〕
一
二
八
頁
は
、「
本
来
適
法
な

行
使
期
限
は
、
本
件
招
集
通
知
を
発
し
た
日
か
ら
二
週
間
を
経
過
し

た
日
で
あ
る
六
月
一
九
日
以
後
と
な
る
は
ず
で
あ
り
、
株
主
の
熟
慮

期
間
が
一
日
短
縮
さ
れ
た
と
の
見
方
も
あ
り
得
る
」
の
で
、
本
判
決

の
判
断
に
つ
い
て
は
、
評
価
が
分
か
れ
る
か
も
し
れ
な
い
、
と
さ
れ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
上
述
の
検
討
の
よ
う
に
、「
一
日
短
縮
さ
れ

た
」
と
の
評
価
は
過
大
で
あ
ろ
う
）。

五
、
本
件
不
適
切
集
計
処
理
に
よ
る
令
和
元
年
総
会
決
議
の
決
議
方

法
の
瑕
疵
の
有
無
と
取
消
事
由
の
追
加
の
可
否

　

Ｙ
社
は
議
決
権
行
使
書
面
集
計
業
務
を
含
む
証
券
代
行
業
務
を
Ｍ

信
託
に
委
託
し
、
Ｍ
信
託
は
当
該
業
務
に
つ
き
Ｎ
デ
ー
タ
サ
ー
ビ
ス

に
再
委
託
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、
Ｍ
信
託
お
よ
び
Ｎ
デ
ー
タ
サ
ー
ビ

ス
は
、
Ｙ
社
の
議
決
権
行
使
書
面
（
同
社
株
主
の
書
面
に
よ
る
議
決

権
行
使
）
を
受
領
す
る
権
限
を
有
し
て
い
た
と
解
さ
れ
る
（
民
九
九

条
二
項
・
一
〇
六
条
）。
し
た
が
っ
て
、
本
件
不
適
切
集
計
処
理
は
、

議
決
権
行
使
期
限
内
に
実
際
に
受
け
取
っ
た
議
決
権
行
使
書
面
（
民

九
七
条
一
項
）
を
集
計
の
対
象
外
と
す
る
扱
い
で
あ
り
、
決
議
方
法

の
瑕
疵
と
し
て
総
会
決
議
取
消
事
由
に
あ
た
る
（
な
お
、
議
決
権
の

行
使
は
意
思
表
示
あ
る
い
は
意
思
表
示
に
準
じ
る
と
解
さ
れ
る
の
で
、

民
法
の
意
思
表
示
に
関
す
る
規
定
が
適
用
あ
る
い
は
類
推
適
用
さ
れ

る
〔
東
京
高
判
令
和
元
年
一
〇
月
一
七
日
資
料
版
商
事
法
務
四
二
九

号
七
八
頁
参
照
〕）。

　

も
っ
と
も
、
Ｘ
社
が
本
件
不
適
切
集
計
処
理
を
決
議
取
消
事
由
と

し
て
追
加
主
張
し
た
の
は
令
和
二
年
一
〇
月
二
〇
日
で
あ
る
。
令
和

元
年
総
会
は
令
和
元
年
六
月
一
二
日
、
令
和
二
年
総
会
は
令
和
二
年

六
月
一
九
日
に
開
催
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
同
社
の
右
追
加

主
張
は
、
第
一
事
件
、
第
二
事
件
と
も
に
、
株
主
総
会
決
議
日
か
ら

三
か
月
以
内
と
い
う
提
訴
期
間
を
徒
過
し
て
い
る
。
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判
例
（
最
判
昭
和
五
一
年
一
二
月
二
四
日
民
集
三
〇
巻
一
一
号
一

〇
七
六
頁
）
は
、
株
主
総
会
決
議
の
日
か
ら
三
か
月
以
内
と
い
う
提

訴
期
間
経
過
後
に
新
た
な
取
消
事
由
を
追
加
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な

い
と
す
る
（「
瑕
疵
の
あ
る
決
議
の
効
力
を
早
期
に
明
確
に
さ
せ
る
」

趣
旨
）。
学
説
も
、
少
な
く
と
も
本
件
の
よ
う
に
原
告
が
提
訴
期
間

内
に
主
張
し
た
取
消
事
由
と
は
全
く
異
な
る
取
消
事
由
の
追
加
に
対

し
て
は
、
判
例
同
様
に
否
定
的
に
解
す
る
の
が
多
数
説
だ
と
い
え
よ

う
（
岩
原
・
前
掲
二
九
一
頁
参
照
）。

　

こ
れ
に
対
し
て
Ｘ
社
は
、
特
段
の
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
提
訴
期

間
経
過
後
の
取
消
事
由
の
追
加
も
許
さ
れ
る
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い

る
。
確
か
に
、
Ｘ
社
は
、
本
件
不
適
切
集
計
処
理
を
Ｍ
信
託
の
公
表

（
令
和
二
年
九
月
二
四
日
）
に
よ
っ
て
初
め
て
知
っ
た
よ
う
で
あ
る

（
そ
の
時
点
で
令
和
二
年
総
会
決
議
日
か
ら
も
既
に
三
か
月
を
超
え

て
い
た
）。
し
か
し
な
が
ら
、
総
会
決
議
取
消
訴
訟
に
お
け
る
提
訴

期
間
制
限
の
趣
旨
は
瑕
疵
あ
る
決
議
の
効
力
の
早
期
明
確
化
に
あ
る
。

提
訴
期
間
経
過
後
に
知
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
新
た
な
取
消
事
由
の

追
加
が
許
さ
れ
る
と
す
る
と
、
提
訴
期
間
制
限
の
趣
旨
は
全
う
で
き

な
い
。
と
り
あ
え
ず
何
ら
か
の
理
由
で
も
っ
て
決
議
取
消
の
訴
え
を

提
起
し
、
そ
の
後
の
調
査
で
判
明
し
た
事
実
で
も
っ
て
な
す
取
消
事

由
の
追
加
も
許
さ
れ
る
の
で
は
、
妥
当
な
解
釈
と
は
い
い
が
た
い

（
小
塚
荘
一
郎
・
会
社
法
判
例
百
選
〔
第
四
版
〕〔
二
〇
二
一
年
〕
七

三
頁
参
照
）。

　

本
判
決
は
、「
仮
に
特
段
の
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
提
訴
期
間
経

過
後
の
取
消
事
由
の
追
加
が
許
さ
れ
る
と
解
す
る
余
地
が
あ
る
と
し

て
も
、
本
件
不
適
切
集
計
処
理
に
よ
っ
て
算
入
さ
れ
な
か
っ
た
議
決

権
数
は
二
二
七
五
個
（
総
議
決
権
数
に
占
め
る
割
合
は
約
〇
・
九

一
％
）
で
あ
り
、
最
も
賛
否
が
近
接
し
た
議
案
に
お
け
る
票
差
は
三

万
二
五
〇
九
個
で
あ
っ
て
、
本
件
不
適
切
集
計
処
理
に
よ
っ
て
決
議

の
結
果
に
影
響
は
な
か
っ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
本
件
に
お

い
て
追
加
主
張
を
許
容
す
べ
き
特
段
の
事
情
が
あ
る
と
は
認
め
ら
れ

ず
、
ま
た
、
上
記
各
事
情
に
加
え
、
Ｙ
社
が
Ｍ
信
託
及
び
Ｎ
デ
ー
タ

サ
ー
ビ
ス
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
本
件
不
適
切
集
計
処
理
を
令
和
二
年

総
会
の
時
点
で
知
っ
て
い
た
こ
と
を
認
め
る
に
足
り
る
証
拠
も
な
い

か
ら
、
Ｙ
社
が
取
消
事
由
の
追
加
は
許
さ
れ
な
い
と
主
張
す
る
こ
と

が
権
利
の
濫
用
に
当
た
る
と
い
う
こ
と
も
で
き
な
い
。」
と
判
示
す

る
。
も
ち
ろ
ん
、
当
該
事
由
に
つ
き
裁
量
棄
却
の
要
件
を
満
た
す
場

合
（
当
該
決
議
方
法
の
法
令
違
反
が
、
重
大
で
な
く
、
か
つ
、
決
議

に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
場
合
）
に
提
訴
期
間
経
過
後
の
取
消
事
由
の

追
加
を
許
す
意
味
は
な
い
。
そ
も
そ
も
、
提
訴
期
間
制
限
の
趣
旨
は

瑕
疵
あ
る
決
議
の
効
力
の
早
期
明
確
化
で
あ
り
、
結
果
へ
の
影
響
の

有
無
が
優
先
課
題
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
（
結
果
に
影
響
す
る
場
合

だ
か
ら
瑕
疵
あ
る
決
議
の
効
力
の
早
期
明
確
化
を
害
し
て
よ
い
と
い
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う
関
係
に
は
な
い
）。

　

以
上
の
検
討
の
よ
う
に
、
提
訴
期
間
経
過
後
の
取
消
事
由
の
追
加

が
認
め
ら
れ
る
特
段
の
事
情
は
、
会
社
側
が
当
該
瑕
疵
の
主
張
を
妨

げ
て
い
た
よ
う
な
場
合
を
除
い
て
（
本
件
で
は
、
Ｙ
社
は
本
件
不
適

切
集
計
処
理
を
知
ら
な
か
っ
た
の
で
こ
の
場
合
に
は
当
た
ら
な
い
）、

想
定
し
に
く
い
。
一
方
、
手
続
的
瑕
疵
が
著
し
い
場
合
に
は
決
議
不

存
在
と
評
価
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
本
件
情
報
提
供
要
請
承
認
決
議

の
よ
う
な
勧
告
的
決
議
に
つ
い
て
は
、
特
に
、
提
訴
期
間
経
過
後
の

取
消
事
由
の
追
加
（
三
参
照
）
や
決
議
不
存
在
の
確
認
を
求
め
る
請

求
を
許
容
す
る
理
由
は
な
い
と
解
さ
れ
よ
う
。
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